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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は,1)果実食者の利用様式,2)植物の戦略 (a.結実フェノロジー,b.年変動),3)結
実個体,稚樹,散布種子の空間分布の3つのパターンによって構成されており,群集を扱って動物による
種子散布に正面から取り組んだまとまった研究としては,西太平洋アジア地域としては初めてのものであ
る｡
1)果実食者の利用様式
どんな動物がどんな果実を食べていたかは,多くの動物あるいは植物の研究者が観察を積み重ねている
が,種子散布という視点がないためにフィールドノートに埋もれたままになっている｡ また,果実の登熟
から散布完了まで,数週間から長いものでは数カ月に及ぶため,断面的な情報はあっても,どの動物がど
のくらいそれぞれの樹種の種子散布に貢献しているかを示すデータが非常に少ない｡本研究では,完全に
定量的とはいえないが,計画的にそれぞれの樹種につき200-500時間を費やし,半定量的に種子散布者を
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記載したことの意義は大きい｡
2)植物の戟略
結実フェノロジーと渡り鳥の季節変動の関連については,日本の他地域のデータとの比較が弱いことが
指摘できるが,そのこと自体,本研究の独創性によるものであり,このような議論に足る大きなテーマが,
まだ日本の自然を相手にしても残っていることを示し,その先鞭をつけたとして高く評価できる｡果実食
者の利用様式とともに,今後,各地で行われるであろう類似の研究のひとつのモデルとなりうる｡ 年変動
の解析は,途中に50年に一度ともいえるような大きな台風に見舞われ,この事象に起因する豊凶が多くの
個体や種で見られたため,当初に目指した要因の解明に至っていないというのが現状である｡ しかし,同
じ研究者による同じ方法によって8年間にわたって植物個体ベースで液果の結実数が記録され,さらに継
続されていることは世界的にも稀で,注目されることであろう｡ 技術的には,従来,定性的にしか行われ
てこなかった高木の結実フェノロジーと結実数の変動を,ロープ･クライミングによる木登りで,定量的
に成功したことは特筆に値する｡
3)結実個体,雅樹,散布種子の空間分布
幼個体の定着のままで追跡しないと種子散布の研究として完結しないという考えから行った結実個体,
椎樹,散布種子の空間分布の研究については,限られた面積に設置した種子 トラップによる定点観測とし
ての限界はあるにしても,各散布様式に対応した散布のしやすさと,3つの散布仮説の検討としては一応
の水準に達している｡ 個別の種,あるいは散布様式についての検討は,参考論文で示されたような進展を
みている｡
北米やヨーロッパに先行研究があるが,固有の植物相と動物相を対象にしたきわめて地域性の高いテー
マであるため,そのこと自体が本研究の価値を著しく下げるものではない｡それぞれのパートに多少,請
文構成上の弱点を持っているけれども,東アジアに特有な照葉樹林における周辺型動物散布の研究として
学位論文としては十二分であると認定できる｡ 平成9年1月22日論文内容とそれに関連した口頭試問を行
った結果,合格と認めた｡
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